
に
し
て
無
欲
の
人
。

門誌や
〕
感
ず
る
の
み
。
一
と
せ
芳

春
院
殿
自
江
戸
加
州
へ
被
鎚
入
候
折
節
、
如
見
そ
御

時間
引
有
て
、
加
越
能
出
敵
陣
共
此
の
統
t
v
p

扱
む
殻
数

多
あ
り
。
幸
と
切
紙
体
受
の
人
は
予
一
人
と
mmL
え

候
。
尖
後

利
治
卿
室
統
一
大
徳
院
殿
御
扶
持
人
と
な

り
、
巴qu
女
岩
崎
と
い
ふ
者
源
氏
相
係
、
弟
子
に
被
成
、

数
年
金
柑
仰
に
在
留
す
。
』
と
あ
る
。
如
見
の
子
仁
右
術

門
は
前
田
光
一
両
に
仕
へ
て
百
五
十
石
を
受
け
、
そ
の

子
孫
相
裂
い
だ。

ヤ
マ
ダ
シ
ロ
エ
モ
ン
山
田
四
郎
右
衛
門

三
郎

記
の
若
者
。
滞
の
例
揚
附
宰
領
足
料
で
、
前
山
利
治

の
時
以
来
三
十
四
依
を
受
け
、
元
職
中
八
十
二
歳

〈
一
作
八
十
六
)
で
裂
し
た
。
四
郎
右
街
門
に
男
子
な

〈
、
山
間
久
八
を
附
養
子
と
し
た
。

ヤ
マ
ダ
セ
ン
デ

山
田
先
出

能
美
郡
山
上
郷
に

鴎
す
る
郎
市
問
。
郷
村
名
義
抄
に
、
山
山
村
か
ら
出
て

新
聞
し
た
も
の
に
二
よ
?
の
り
、
そ
の
前
の
も
の
や
岳

山
問
先
郎
、
後
の
も
の
を
山

m新
と
い
う
た
が
、
正

保

-m文
・貞
行
干
の
お
辻
仮
に
は
山
出
先
出
村
の
一
名

と
な
っ
て
ゐ
る
。

山
凹
先
出
は
奥
肋
が
創
め
た
の

で
、
中
比
奥
助
隊
と
い
う
た
こ
と
も
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
主
ン
キ
h
y

山
田
淡
菊

石

川

郡
木
古
口
の

人
。
辺
都
明
翫
屋
川
部
兵
術
。
九
如
山
人

・
淡
術
叉
は

松
風
館
と
蹴
し
、
溜
諮
を
識
と
し
、
問
年
計
と
な
っ

て
令
名
が
あ
っ
た
。
侭
年
京
都
に
上
っ

て
風
邪
の
交

遊
h
y
e
な
し
、
釘や一
村
制削
彬一
一
平
に
ぼ
し
、
引
を
棚
上
容

琴
に
笥
ひ
、
共
に
議
論
が
深
か
っ
た
。
後
安
政
五
年

の
大
火
に
類
焼
し
、
務
ば
く
も
な
く
齢
七
旬
で
授
。

嗣
子
第
平
亦
時
訟
を
能
く
し
泌
川
と
蹴
し
た
。

ヤ
マ
ダ
デ
ハ

山
田
出
羽

院
長
荒
年
入
且
大
山
一
一

寺
城
征
伐
の
際
、
前
間
利
長
の
中
舘
に
在
っ
て
功
を

'Y
て
た
。

線
六
千
石
。
末
孫
は
な
い
。

ヤ
マ
ダ
ト
ウ
ベ
Z

山
田
藤
兵
衛

ヤ
マ
ダ
ゴ

ロ
ベ
エ
山
田
五
郎
兵
衛

闘
は
ホ
附
。

大山
岳
寺
の
万
工
家
正
か
ら
八
代
に
街
。
、
甲
悶
及
び

印
刷
附
鈎
や
・

作
っ
た
。
文
化
元
年
生
、
明
治
四
年
イ

一
一
月
夜
。
そ
の
子
五
郎
兵
衛
宗
光
は
天
保
二
年
生
、

金
制
仲
の
児
島
宗
引
先
に
製
闘
の
技
を
都
び
、
明
治
問
J
l

一
年
夜
。
そ
の
子
宗
安
は
鎚
銭
の
名
手
で
明
治
四
年

生
、
大
正
五
年
裂
。

ヤ
マ
ダ
サ
ク
ベ
エ
山
田
作
兵
衛

初

め
御
歩
で

あ
っ
た
が
、
新
知
百
石
を
得
て
組
外
に
列
し
、
究
政

七
年
波
。

子
孫
相
織
い
で
滞
に
付

へ
る
。

ヤ
マ
ダ
ジ
山
田
寺

路
島
郡
良
川
に
在
っ

て
、

提
言
宗
に
関
す
る
o
詑
永
元
年
発
正
の
再
興。

能
骨

名
跡
芯
に
、『
山

m寺
は
提
言
宗
也
。
木
箪
春
日
の
作

山
o
印
刷
附
判
止
H

也
O

話
凶
刑
番
の
札
所
也
O
』
と
あ

可。。ヤ
マ
ダ
ジ
ス
ケ
山
田
治
助

前
凶
利
家
に
仕
へ

て
八
十
依
・ニ
イ
人
扶
持
を
受
け
、
民
安
十
四
年間目。

子
孫
穏
に
刑
製
す
る
。

ヤ
マ
ダ
ジ
ヨ
ウ
山
田
披

江
沼
郡
山
聞
の
う
ち

東
山
田
の
附
近
に
在
b
、
地
方
人
呼
ん
で
玄
詐
邸
と

い
う
た。

ヤ
マ
ダ
ジ
ヨ

ウ

山

田
被

河

北

郡
上
山
田
に
在

っ
た
。
越
殺
到
三
州
芯
政
雄
考
に
、
村
よ
り
三
町
聞

に
箆
跡
が
あ
っ
て
、
院
副
削
伊
賀
之
に
居
た
と
い
ふ
。

天
正
四
年
八
且
一

向
一

俊
よ
り
下
関
刑
邸
法
限
へ
の

訴
以
洲
一名
中
に
、

民抑制
伊
賀
守
貞
治
〈山
川カ

VML
あ
る

も
の
口E
で
あ
ら
号
と
記
す
る
。

ヤ
マ
ダ
ジ
ヨ
ケ
ン
山
田
如
見

一

に
如
慾
に
作

る
。
法
相
配
采
阿
。

一
翠
堂
と
獄
し
た
。

如
見
は
源
氏

物
一
加
を
相
偲
し
た
人
で
、
高
治
三
年
の
脇

m如
鍛
自

記
に
、
『
如
見
居
士
は
一
肱
州
住
人
。
民
一-遊客
刊
歌
道

一

節
に
志
深
〈
、
住
宅
を
不
求
、
閑
々
統
一保し
て
、
腕

所
に
於
て
人
々

の
視
し
み
不
抽
出
、
こ
ι
ふ
ろ
ば
せ
風
流

ヤ
ーマ

前
田
利
家
に

召
出
さ
れ
て
域
内
の
段
刺
を
勤
め
、
政
三
十
石
を
賜

は
っ
た
。
そ
の
子
際
兵
衛
家
を
融
制
ぎ
、陸
安
二
年
間
担
。

そ
の
子
隙
兵
衛
は
延
貸
八
年
五
月
別
配
し
た
。

ヤ
マ
ダ
ナ
ガ
ノ
プ
山
団
長
宣

活
総
東
平
、
芋

は
子
問
。
新
川
又
は
太
万
山
人
と
蹴
し
た
。
越
中
の

人
。
初
め
附
聞
を
問
中
ん
だ
が
、
後
に
之
を
援
し
、
詩
を

以
て
一
家
そ
な
し
、
又
邸
中
-
能
く
し
た
。

明
治
二
年

金
禅
問
山に
聡
せ
ら
れ
て
明
倫
常
助
敬
と
な
白
、
阪〕掃

の
後
石
川
部
奨
川
に
的
。
り
、十

一
日
時
東
京
に
特
じ
た
。

三
十
八
年
十
一
月
夜
す
る
悶
蹴
七
十
九
。
太
万
山
房

総
句
抄
が
あ
る
。

ヤ
マ
タ
エ
ガ
ハ
山
谷
川

邸
主
制
字
加
川
領
山

か
ら
設
し
、
同
舗
で
務
に
注
ぐ
。
統
院
二
粁
。
文
臨

二
年
の
諮
締
六
郷
目
録
に
、
本
郷
と
古
君
の
同
国
は
鵜

ータ
川
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
ノ
プ

Z
ツ
山
田
信
満

泌
群
粂
之
助

・

良
助
o
w
地
政
十
二
年
組
焚
利
則
の
也
知
七
十
石
を
綴

ぎ
、
組
外
に
列
し
、文
政
三
年
外
作
市
中
奉
行
と
な
り
、

六
年
山
同
心
に
判
じ
、
天
保
七
年
五
十
石
を
増
椴
し

た。
ヤ
マ
ダ
ノ
リ
ヨ
シ
山
田
躍
義
泊
州
制
作
右
術
門
。

初
め
御
釘
問
活
よ
0
出
で
、
文
政
流
年
制
外
に
列
し

新
知
商
石
そ
受
け
、
天
保
七
年間問。

子
高
山
制
綴
い
で

滞
に
O
へ
る
。

ヤ
マ
ダ
ハ
ン
ザ
エ
モ
ン
山
田
牟
左
衛

門

一

名

庄
太
夫
。
前
削
利
慌
に
竹

へ
て
聡
百
石
を
受
け
、
大

坂
再
役
に

一
一
，
丸
腕
外
で
敵
首
一
を
鎚
た
。

子
孫
刊

間
続
に
仕
へ
る
。

ヤ
マ
ダ
ハ
ン
ナ
イ

山
田
宇
内

治
助
の
子
。
肱

加
地
共
に
四
百
五
十
石
奇
術
し
、
寛
永
六
年
京
都
三

十
三
間
営
に
於
い
て
矢
鍛
を
試
み
た
る
を
以
て
そ
の

名
が
諮
れ
た
。
明
白
三
年
波
。

ヤ
マ
ダ
ヒ
デ
ツ
グ
山
田
秀
次

で
は

山
町
秀
次
と
い
ふ
み
u
の
居
た
こ
と
を
民
ん
す

る
。
能
特
有
誌
に
、『
山
凹
郷
は
背
長
家
の
類
鉱
山
川
式

部
大
夫
努
次
と
い
ふ
人
の
領
地
に
て
、
城
跡
は
印
内

村
に
あ
り
、
位
牌
臨
す
は
西
安
寺
村
最
安
寺
と
い
ふ
寺

に
あ
り
。
』
と
あ
る
如
き
は
是
で
あ
る
が
、
式
部
大
櫛

と
い
ふ
は
疑
は
し
い
。
叉
前
雲
寺
に
秀
次
の
答
出
獄

が
あ
る
が
、
文
明
元
辛
来
年
二
用
日
と
あ
っ
て
、
『寸

支
を
設
っ
て
居
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
秀
次
な
る
も

の
L
存
在
は
確
貨
で
な
い。

ヤ
マ
ダ
フ
ミ
ヨ
シ
山
田
文
樽

本
姓
高
瀬
氏
、

出
で
L
山
悶
氏
を
裂
い
だ
。
初
め
血
一一一
一助
又
は
京
縦

と
都
し
、
後
文
鮮
と
改
め
る
。
幼
に
し
て
制
都
中
一好

み
、
梁
な
金
子
促
及
び
弁
口
僚
に
受
け
、
日
遂
に
江
戸

に
往
き
て
芳
野
金
肢
に
皐
び
、
ロ臼刊ザ
m
悦
に
入
り
て
日

夜
禅
助
し
、
邸
凶
の
後
賢
岳
郎
教
師
と
な
り
、
中
伊

東
校
幹
郁
に
任
じ
、
次
い
で
金

mMAび
愉
島
附
飽

m

校
教
日
H

と
な
り
、
明
治
十
四
年
一
一
H
A

残
し
た
。
年
三

十
七
。

』

臼

山
因
坊
主

』
コ
ウ
キ
ヨ
ウ

ジ

ヤ
マ
ダ
ボ
ウ
ズ

光
敏
寺
。

ヤ
マ
ダ
マ
サ
ヒ
ザ
山
田
正
久

大
型
寺
在
日
む

浪
人
。
五

J

坪
読
の
槍
術
を
教
授
し
た
。
正
久
叉
沢

宇
一
拍
き
、弘
住
石
部
制
枇
に
山
士
容
狩
の
術
が
あ
る
。

一冗椋
・聞
は
氷
の
頃
の
人
。

ヤ
マ
ダ
マ
主
主
ロ
ウ
山
田
又
太
郎

前
間
利
市

に
仕
へ
て
二
百
石
を
領
し
、
夫
和
三
年
間
配
し
た
。

そ

の
田
町
概
左
衛
門
に
主
っ
て
飢
心
出
奔
し
た
が
、
後
邸

附
し
て
平
保
七
年
よ
り
結
成
に
収
容
せ
ら
れ
、
釘
Mm

十
年
七
月

H
七
日
六
十
一

政
そ
以
て
奴
し
、
家
断
絶

し
た
。

臥
京
部
山
間
郷

ヤ
マ
ダ
マ
チ
ジ
カ
h
F

山
田
町
地
方

江
沼
郡
凶
，

肢
に
臨
し
、
或
は
山
間
町
領
と
も
い
う
た
。

明
治
中

大
型
寺
町
に
併
合
せ
ら
れ
た
が
、
別
に
山
田
町
が
あ

八
七
三


